
平成 23年度 解析学の基礎 II 中間試験問題 2012年 1月 11日 (水)実施

1. (有界閉区間上の連続関数) 有界閉区間 [a, b] 上の連続関数がもつ特徴的な性質を４
つ述べよ．

2. (連続性) f(x), g(x) が x0 で連続のとき，f(x) + g(x) も連続であることを ε− δ 法
で示せ．

3. 次の各問いに答えよ．
(1) (高位の無限小) tanx− sinx = o(x2), x → 0 を導け．
(2) (対数微分法) xlog x の導関数を求めよ．
(3) (n 次導関数) x4e−x の n 次導関数を求めよ．

4. (マクローリンの定理)

(1)f(x) = sin x の x = 0 における３次近似 g(x) を求めよ．
(2) f(x) > g(x), x ∈ (0, π) であることを導け．

5. (関数の凸性)

(1) 関数 f(x) が閉区間 [a, b] において上に凸であることの定義を述べよ．
(2) f(x) は開区間 (a, b) 上で２回微分可能で f ′′(x) < 0 をみたすとき，f(x) は [a, b]

で上に凸であることを平均値の定理を用いて示せ．(1)の定義にしたがって示すこと．


